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基準１ 教育理念・ビジョン・将来構想等 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

1-1 理念・ビジョン・将来

構想等は定められてい

るか 

理念・ビジョン・将来構想等などが、明確

に定められており日常の活動を通じて着

実に成果を挙げていると理解している。 4 

教育理念は教職員に浸透して

おり改善の必要性は感じない。

将来構想については、中期経営

計画を定め職員に周知してい

る。 

中 期 経 営 計 画 を 策 定 し 、

P-D-C-A のサイクルが確立さ

れているようなので特に問題

は無いと感じる。 

1-2 学校の特色はなにか 

 
豊富な種類の教材によりメーカー校との

差別化を強調している。結果として入学希

望者は減少しているが定員確保はほぼ満

たしている。 

3 

今後は教育指導においての特

色を模索し構築したい。 
地域に根付いた教育活動を行

っており、全メーカー対応の整

備教育が特徴であり、かつ一級

や研究科の学科も充実してい

るので、明確な特色があると思

う。学校の特色を如何にして周

知していくかが課題である。 
特色はあると思うので自信を

持って教育活動に取り組んで

いただきたい。 
1-3 学校の将来構想を抱い

ているか 

 

 中期経営計画の策定にはブロジェクト

を立ち上げ企画・立案を行ってきたので多

くの意見が集約され独裁的要素が薄いの

で教職員に浸透しやすく、ここまでは順調

に推移している。 

4 

職員研修等による職員間の積

極的な意見交換により定期的

な見直しを実施していきたい。

１－１に同じ。 

        5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
理念、ビジョンが大きく変化することはないが、学校としての教育方針を常に見直し、時代にマッチした人材が輩出できるよう努力したい。 
学校の特色については、一部のメーカーに偏らないことが特色であることをあらためて再確認できたので、現在の学校としてのスタイルを自信を持って

推進したい。また、学校の特色を社会に周知する対策を講じたい。 



 基準２ 学校運営 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

2-4 運営方針は定められて

いるか 

 

 学校の目的、目標に基づいた学校運営方

針は明確に定められている。それを基に各

課の目標方針が作成され全職員に認識さ

れ日々の活動の機軸となっている。運用に

ついてもスムーズに展開できている。 

4.3 

特に改善の必要性を感じてい

ない。 
現場の意見を吸い上げた運営

方針となっていれば特に問題

はない。 

2-5 事業計画は定められて

いるか 

 

 学校の目的、目標を達成するための事業

計画は毎年次年度の当初予算作成時に併

せて作成している。ほぼ計画どおりに実行

してきたが実施時期については諸事情に

より変更されることがあった。 

4.5 

経営環境の変化により実施を

見直すことや時期がずれるこ

とがあるが、先見性を磨き精度

の高い事業計画としていきた

い。 

中期経営計画を基に毎年度の

事業計画が定められているの

で問題はないと思う。 

2-6 運営組織や意思決定機

能は、効率的なものに

なっているか 

 

 運営組織図は機能している。年度初めに

詳細に説明し特に各リーダーについては

その職責の重要性も説明している。各分掌

とも改善等にも前向きであり成果も挙げ

ている。また、毎年自己申告書の記述を参

考に適材適所に配置し成長を期待してい

る。 

4.7 

意思決定機機能は階層により

承認を得る稟議制を採用して

いるが、稟議書の改善したり電

子メール等を活用し、さらに効

率的なものとしていきたい。 

特になし。 

2-7 人事や賃金での処遇に

関する制度は整備され

ているか 

 

学校運営のための人事や賃金での処遇に

関する制度はほぼ整備されているが運用

面については多少の不安を持っている教

職員もいる。これは数年前に新人事制度に

移行したためであり、馴染むにはまだ数年

は掛かる。 

4.3 

人事考課制度は確立してるが、

運用面での改善は必要である

と考える。採用に関しては長期

的な学校運営を考慮するよう

心がけたい。 

特になし。 

2-8 意思決定システムは確

立されているか 

 

 意思決定システムは一部不具合はある

がほぼ確立されている。 

4.3 

意思決定や日常業務において

階層を理解しつつ組織として

の行動が伴わない者が若干い

る。これはＯＪＴで解決できる

課題であるので早急に解決し

たい。 

クラス運営などでは各担任の

特色は大いに出していただき

たいが、一般企業同様、報告・

連絡・相談を徹底し、実行して

欲しい。 



2-9 情報システム化等によ

る業務の効率化が図ら

れているか 

 

 当校では学務システムという名称で教

務・総務・広報・学生の管理を行っており

効率的な運用を行っている。 

4 

このシステムは１０年ほど前

のものを改良。修正で行ってき

たのでそろそろ限界に来てい

る。次年度より新システムの検

討に入り 2 年後には新システ

ムの導入により、更に効率的な

運用を図って行きたい 

平成 23 年度に新システムを開

発するようなので、問題は無い

と思う。 

        5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
学校の目的、目標に基づいた学校運営方針は明確に定められており、それを基に各課の目標方針が作成されている。さらに職員個人の業績目標へトップ

の意思が下達され人事考課に反映されるシステムが確立されているので、このシステムをさらに改善し学校運営を行っていきたい。 

 



基準３ 教育活動 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

3-10 各学科の教育目標、育

成人材像は、その学科

に対応する業界の人材

ニーズに向けて正しく

方向付けられているか 

各学科の教育目標、育成人材像については

学生便覧に明示し、その目標に向かって

日々人材育成に努めている。整備士試験の

成績は毎年高い合格率を達成しており、企

業ニーズに応えている。また、すべての科

においてインターンシップを実施してお

り、企業からの情報を収集し授業に反映さ

せている。 
4 

企業ニーズとしてＨＶ、ＥＶや

高度故障診断技術を習得した

人材の需要が高まっているた

め、一級整備士の合格率を向上

させるよう改善をしていきた

い。 

大型整備の現場ニーズとして

ディーゼルエンジンのコモン

レールの外部診断機を使った

整備ができることも必要であ

るので、学校教育にも取り入れ

ていただきたい。 
また、コミュニケーション能力

向上の対策として、1 分間スピ

ーチなどを実施しているよう

であるが、新聞などの時事問題

に関するテーマを設定し人前

でも話ができるようなトレー

ニングも検討して欲しい。 
3-11 各学科の教育目標、育

成人材像を構成する知

識、技術、人間性等は、

業界の人材ニーズレベ

ルに照らして、また学

科の教育期間を勘案し

て、到達することが可

能なレベルとして、明

確に定められているか 

 

知識、技術についてはカリキュラムの時間

内である程度、業界の求めるレベルには到

達することが出来る。しかし 自動車技術

の進化速度が速く、学校教育と業界の求め

る整備士技術との差が出てきている。常に

カリキュラムを見直し、内容を検討する必

要がある。 

3 

２年間で人間性まで向上させ

ていくには時間が不足するた

め、未熟な学生については研究

科進学などの在籍期間の延長

を促進したい。 

学校としての標準的な育成人

材像をマーケティングの観点

からモデルを設定することが

必要であると感じる。 
その育成モデルを全職員が共

通意識を持ち教育活動を行う

ことが大切であるので、検討を

お願いしたい。 

3-12 カリキュラムは体系的

に編成されているか 
各学科の目標達成に向けカリキュラムが

構成されている。国土交通省が監督官庁で

あるため指定基準が決められており、ある

程度の制約を受けるが基準内で不定期で

はあるがカリキュラムを見直し、業界との

格差が発生しないようにしている。 

4.3 

平成２４年度にカリキュラム

を変更するため、現在内容の精

査を行っている。 

教科書が改訂された場合にお

いての教育時間には特に対応

していないとのことであるが、

対応できるようであればお願

いしたい、 



 
3-13 学科の各科目は、カリ

キュラムの中で適正な

位置づけをされている

か 

カリキュラムは不定期ではあるが教務担

当者見直しをカリキュラム検討委員会に

て検討を行っており、必要であれば変更し

ている。各科目はカリキュラムの中で適正

な位置付けにあると認識している。講義・

実習内容は科目によりコマ数に対する量

の問題があり、毎年内容の調整をしてい

る。 

4 

毎年シラバスの作成を行い、内

容を精度の高いものに改訂し

ているが、学生への周知がなさ

れていないので、周知の方法を

早急に検討したい。 

就職内定先に必要な技術・知識

を習得するコース制のカリキ

ュラムなどの学科が設定でき

ればより企業ニーズに近付く

と思うので検討をお願いした

い。 

3-14 授業評価の実施･評価

体制はあるか 
平成 17 年から授業評価を実施しており、

評価結果については職員会議の中で発表

するとともに詳細についてはパソコンで

閲覧できる体制となっている。個人評価デ

ータについては公表はせず、２回／年の職

員面接の中で活用している。 

3 

授業評価の項目については改

善の余地がある。授業内容が正

当な評価となるような調査項

目としていきたい。 

特になし 

3-15 育成目標に向け授業を

行うことができる要件

を備えた教員を確保し

ているか 

整備専門学校は第一種養成施設の指定基

準に準拠する必要があるため資格（整備士

資格）、整備経験年数及び学歴等を満たし

た教員採用している。また一級未取得職員

に対しては、取得済み職員が教育を行うな

ど教員として必要な指導を実施している。

2.8 

基準は満たしているものの実

務経験（現場経験）の少ない教

員の授業評価が低く教授力育

成が今後の課題となる。 

研修等にも積極的に参加し技

術力の向上に努めたい。 

教員資質の向上は教育活動を

行う上でも必要なことである

ので、教職員も向上心を持って

資質向上に取り組み教育活動

に反映させていただきたい。 

3-16 成績評価・単位認定の

基準は明確になってい

るか 

成績評価基準は学校側の主導により明確

に定めてあり、その基準に従い教員、非常

勤講師は成績評価をしている。また学生に

は学生便覧（教務規定掲載）、を全員に配

布し周知徹底している。 

4 

特に課題を感じていない。 特になし 

3-17 資格取得の指導体制は

あるか 
整備士資格以外はカリキュラム上には定

められおらず、放課後等の時間外を利用

し、資格取得のサポートをしている。必須

資格と選択資格に分け学生の能力・ニーズ

により選択できる体制をとっている。 

3 

資格取得に対する学生への意

識付けを強化していきたい。 
時間的な制限があるが、企業に

とって必要な資格を取得でき

るようお願いしたい。 



 
3-18 生涯学習に対して積極

的に取り組んでいるか 
中学生職場体験事業所に登録し、積極的な

受入（Ｈ22 実績 23 名）をしている。 

3 

実績のある幾つかの講座を基

に、本校としての生涯学習をど

う展開するかを検討し、受け入

れる体制作りが必要である｡ 

HV、EV の構造やマイカー点

検など、学校の施設を利用した

公開講座などはニーズもある

と思うので、前向きに検討をお

願いしたい。 
 

3-19 附帯教育事業に対する

取り組みの組織・体制

は明確になっているか 

 付帯事業は学生課（社会人講座）の部署

が企画し教務課が担当する｡ 

資格を取得する講座のため日程及び内容

は基準に従ったものになり、受講生の成績

評価も行う｡また、実績については書式ど

おりに作成し報告している｡ 

4 

特に課題を感じることは無い

が、さらに学校の資源を生かし

た講座の提案を行いたい。 

特になし 

 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
教育活動においては、企業ニーズを反映させるようカリキュラムを常に検討していきたい。またコミュニケーション能力を向上させる方策として、人前

で話をする機会を多く設けるなど、教育活動に反映させたいと考える。 
学校が考える育成人材像について明確な人物像が確立できていないので早急に検討し、職員が共通意識を持って教育活動を行うようにしたい。 



基準４ 教育成果 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

4-20 学生の就職に関する

目標を達成したか 
 学校に対し求職票を提出した学生を対象

に就職斡旋を行っている｡ 

 就職を希望する学生の中には自己就職ま

たは自家就業する者もあり、学生課として

はクラス担任に管理をさせている。また、

そのような学生の中で途中から学校斡旋に

切り替える学生もあるが、学生からの依頼

があれば就職活動の支援を行う｡ 

5 

留学生の就職については受け

入れ先が限られているため、さ

らに積極的に求人確保に努め

たい。 

就職先の選定に関して、対象学

生の参考となる卒業生の話が

聞けるような機会を設定して

欲しい。 

4-21 資格取得に関する目

標を達成したか 
学校生活のなかで、年間を通してそれぞれ

の資格対策において、教職員はもとより、

学生も個々の資格取得、高合格率の達成に

向けた努力や意欲が見られる。そのような

なかで資格取得に関する目標は常に１０

０％合格を目指して改善・努力を行ってい

る。 

3 

整備士試験合格率 100％を達

成するため日々の授業内容及

びその効果の確認が必要であ

り、 

一級整備士は難関な試験では

あるが、全員が合格できるよう

対策を講じて欲しい。 

4-22 退学率の低減に関す

る目標を達成したか 
退学率の低減に関する目標は数値化され、

またその低減を図るべき明確な方針が年度

当初に掲げられ、１５人以内という目標を

達成した。 

4.5 
退学率の目標を継続して達成

できるシステムを確立したい。

新入生に対して、車に興味を持

たせるような指導をお願いし

たい。 

4-23 卒業生・在校生は社会

で活躍し、評価を得て

いるか 

卒業生、在学生は、社会の中でしっかりと

活躍の場を見つけている。メカニックとい

う非常に限られた職種であるので、その活

躍ぶりを特筆することはなかなか難しいが

一定以上の評価を得ているものと考える。

4.5 

悪い評価をいただいた時には

教育内容や指導内容に反映さ

せ、速やかに対処したい。 

女子の卒業生についてよい評

価があると聞いているので、今

後も良い評価が得られるよう

な教育活動を行っていただき

たい。 
 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 
       
 

今後に向けての学校の考え 
就職、退学率については目標を達成してるが、資格取得に関しては一級整備士の合格率が目標を達成できなったので、全国でもトップレベルの合格率を

達成できるよう早めの対策を講じたい。 
 



基準５ 学生支援 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

5-24 就職・進学指導に関す

る体制は整備され、有

効に機能しているか 

本校では無料職業紹介所を開設し、職業指

導の基本方針、対策、情報収集、求人開拓

のための企業訪問等を積極的に展開し、各

地の職業安定所と綿密な連携を保ちなが

ら多数の求人獲得に努力している｡その結

果、集められた資料は就職を希望する本校

学生ならば誰もが自由に閲覧でき、就職活

動の指針として参考にされる｡ 

4.3 

就職指導は主として担任が行

っているが、担任によって指導

内容に差が生じないよう職員

間の連絡を密にしたい。 

特になし 

5-25 学生相談に関する体制

は整備され、有効に機

能しているか 

 学生の相談に対応するための体制は整

っている｡ 

 個人の持つ悩みや問題を解決するため

指導や助言を行い、充実した学生生活を送

ることができるよう相談を進めている｡ 

3.5 

担任のカウンセリング技術を

向上させるよう研修参加を推

進したい。 

特になし 

5-26 学生の経済的側面に対

する支援が全体的に整

備され、有効に機能し

ているか 

学生の経済的側面に対する支援が全体的

に整備され、有効に機能しており専門学校

評価基準を十分に満たしている。 4 
近年の授業料納付困難者が増

加している点を踏まえて、この

制度をよりさらに充実させる

ことを検討したい。 

学校同窓会の奨学金制度を設

けており、経済的な支援も実施

しているといえる。 

5-27 学生の健康管理を担う

組織体制があり、有効

に機能しているか 

常勤の看護師による対応により学生の健

康管理は適切に実施されている。 4.3 
常勤していない学校医との連

絡・連携を高めたい。 
特になし 

5-28 課外活動に対する支援

体制は整備され、有効

に機能しているか 

 支援体制は整っているが十分であるか

どうかは予算配分も含め判断しかねる。ま

た概ね有効に機能しているが改善の余地

はある。 

3 
活動状況の把握について、活動

報告書を提出させることも検

討したい。 

特になし 

5-29 学生寮等、学生の生活

環境への支援は行われ

ているか 

遠隔地出身者のためのサポート体制を有

効に機能させ、学生が新しい環境に 

早く馴染めるような配慮がなされている。
5 

平成２３年度より下宿生に対

して毎月補助金を支援する。 
H23 年度より、一人暮らしの

学生に支援するなど、学校とし

ての対応はできている。 



 
5-30 保護者と適切に連携し

ているか 
クラス担任からの家庭連絡や保護者から

の学校への問い合わせ等で、学校と保護者

のコミュニケーションが常に図られ、学生

の状況把握に関しての情報を共有してい

る。 

5 

十分な連携が図られており、特

に課題を感じない。 
特になし 

5-31 卒業生への支援体制は

あるか 
 同窓会を中心とした積極的な支援活動

を行う｡また、卒業後の状況確認も定期的

に実施し、フォローアップに努めている｡
3 

同窓会の活動を活発にするた

め、会報の発行も検討したい。

離職者に対する就職斡旋も実

施しており支援体制が有効に

機能しているといえる。 
 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
平成 23 年度より一人暮らし補助を実施するなど経済的な側面で支援を実施しているが、現在の社会情勢から今後も増加が見込まれる。学校経営を圧迫

しない範囲内でできる限りのサポートを行っていきたい。 
学生に対する進路指導におけるカウンセリング技術の向上など、教職員の資質向上にも努めたい。 



基準６ 教育環境 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

6-32 施設・設備は、教育上

の必要性に十分対応で

きるよう整備されてい

るか 

第一種養成施設の指定基準を満たし有効

に活用していると判断する。施設･設備の

メンテナンスについても専門業者に業務

委託するとともに職員で可能なところは

夏季休暇等を利用して補修をしメンテナ

ンス体制も有効に機能している。 

3.7 

教育環境の整備を中長期的な

視点で計画的に進めていく。 
教材、機器等の教育環境の整備

はしっかり対応できていると

判断できる。 

6-33 学外実習、インターン

シップ、海外研修等に

ついて十分な教育体制

を整備しているか 

一級課程のインターンシップは第一種養

成施設指定基準として明確に定められて

いるため内定先の企業に説明をし、受入れ

てもらっている。最初は戸惑いもあったが

実績を積んでいくうちに企業側の教育体

制も確立してきている。 

3.5 

一級課程以外については企業

任せということもあり、実施内

容に差が生じているため、依頼

する実施項目を提示できるよ

うにしたい。 

特になし 

6-34 防災に対する体制は整

備されているか 
防災に対する体制は整備されている。 

また防災訓練も年２回実施し、意識の向上

に努めている。 3.4 

安全に十分という事はないの

で、定期的な見直しをより綿密

に行い、学校の教育環境全般に

ついて安全防災教育を一層推

し進めたい 

特になし 

 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
施設・設備においては中期経営計画に沿って計画的に整備を進めており、今後も計画的に推進していきたい。インターンシップ及び海外研修旅行など学

外における活動も毎年実施しており、学生の人間的な成長に寄与していることから継続して実施していきたい。 



基準７ 学生の募集と受け入れ 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

7-35 学生募集活動は、適正に

行われているか 
分野希望者、自動車整備系学校進学希望

者、本校入学志願者を含めた学生募集活

動はすべて広報課を中心に専属職員で行

われ組織化されている。 

また、学生募集活動及び広報活動におい

ても年度当初に広報課活動方針を打ち出

し、その計画の基に予算化され、適正に

運営されている。 

3.7 

現状分析を適切に行い、志願者

や保護者が安心できるような

対応をしていきたい。 

現役以外（大学卒、社会人経験

者、留学生）の在校生の体験談

を広報活動に取り入れ、同じ環

境の反応者の共感を得られる

ような PR 活動も必要と考え

る。入学学生像を明確に把握、

分析し、広報活動を通じて積極

的なアプローチも必要である。 
7-36 就職実績、資格取得実

績、卒業生の活躍の教育

成果は、学生募集に貢献

したか 

資格取得状況や就職状況は志願者が専門

学校を選択する上で、大変重要な判断材

料になる。静岡県を中心とした学生募集

活動において数値化した実績公表で教育

活動の信頼性を高めるとともに、志願者

や各高等学校への職員による説明やホー

ムページ上での公開で大きく貢献してい

る。 

3.5 

就職状況や資格取得状況にお

いて高い数値を維持する必要

があるので、教育の質の向上に

努めたい。 

女子学生の就職先での活躍に

より良い効果が期待できるの

ではないかと思うので、そのよ

うな事実を PR し、女子学生の

募集にも力をいれたらどうか。 

7-37 入学選考は、適正かつ公

平な基準に基づき行わ

れているか 

各上級教育機関の入学選考方法が複雑化

する中で、自動車整備士養成校としての

スタンスは変えず、その分野に必要な基

礎計算能力と、推薦選考に関しては欠席

基準を明確に設けて、厳選し選考してい

る。また応募条件も学生募集要項の中で

明確に示し、入学希望者が混乱しないよ

う質問や問い合わせ応対体制を整えてい

る。 

5 

特に課題を感じていない。 特になし 



 
7-38 学納金は妥当なものと

なっているか 
教育内容や他校の状況等を勘案して学納

金額の見直しを行っている 5 
他校の状況調査を定期的なも

のとし、適切な学納金額とした

い。 

特になし 

 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
学生募集活動については、学校評価委員会から入学生像を適切に把握することが必要であるとアドバイスをいただいたので、現在の在籍学生の入学に至

るまでの環境を分析し、効果的な学生募集を実施していきたい。 



基準８ 財務 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

8-39 中長期的に学校の財務

基盤は安定していると

いえるか 

本校の直近３カ年の財務状況は、学校法人

決算書からも財務基盤は良好と判断でき

る。 
3.5 

教育研究経費が高止まりして

おり。固定費の削減もしくは流

動化を推進したい。 

自己評価は低いが毎年安定し

た経営基盤であると判断でき

る。 
8-40 予算・収支計画は有効

かつ妥当なものとなっ

ているか 

３ヵ年毎の中期経営計画に基づき年度の

事業計画が作成されている。予算は事業計

画による業務目標を達成させるべく適正

に決められ、その執行は有効性と妥当性を

考慮して厳正に行われている。 

4.5 

事業計画の変更による補正予

算が減少するよう努めたい。 
特になし 

8-41 財務について会計監査

が適正におこなわれて

いるか 

公認会計士により毎年「当年度事務処理状

況調査及び財務諸表各項目」について適正

に監査が行われている。 
5 

特に課題を感じていない。 特になし 

8-42 財務情報公開の体制整

備はできているか 
私立学校法に基づき制定された「情報公開

に関する内規」により財務情報公開の体制

は整えられている。 
4.5 

Ｈ23.2 に内規も改訂されてお

り特に課題を感じていない。 
特になし 

 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
毎年ほぼ定員を確保しており経営基盤は安定して推移している。今後も教育内容や教材・機器の充実を図り、在籍数を安定的に確保できるよう努力した

い。 



基準９ 法令等の遵守 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

9-43 法令、設置基準等の遵

守と適正な運営がなさ

れているか 

法令、設置基準や監督官庁の許認可、届出

等定められていることが適正に遵守され

ている。現状は問題ないものの、担当者の

交代や全職員の共通認識という観点から

は啓蒙活動の実施も考慮したい。 

3 

法令、設置基準を遵守した運営

をしており特に課題を感じな

い。 

特になし 

9-44 個人情報に関し、その

保護のための対策がと

られているか 

平成 17 年４月１日に「専門学校 静岡工

科自動車大学校個人情報保護規」、「プラ

イバシーポリシー」を制定し、同時に「情

報機器及び業務情報の取扱基準」並びに

「個人情報に関わる業務処理要領」を制定

し全教職員に周知の後、実行に移した。ま

た個人情報管理責任者、個人情報取扱管理

者を指定し責任体制を明確化している。 

3.5 

内部監査を実施しており、適切

な管理がなされているが、定期

的に教職員に啓発活動を実施

していきたい。 

内部監査を実施するなど、学校

における対応は問題ないと思

う。 

 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
学校の設置基準や教育時間などについては、監督官庁の指示・指導に従い問題なく運営できている。 
個人情報保護についても個人情報保護規定を改訂し、内部監査を実施していることからも定期的に見直しを行い適切に運用されていると考える。 



基準１０ 自己点検・自己評価、第三者評価 
評価項目 具体的取組 自己評価 学校改善案 評価委員会の意見 

10-45 自己点検・自己評価の

実施と問題点の改善に

努めているか 

 自己点検・自己評価を定期的に実施し、

問題点の改善にも努力している｡ 

4 

職員により評価の受け止め方

に差があるので、具体的な行動

に結びつける仕組みを考えた

い。また、学生評価の精度を高

めることも必要と考える。 

自己点検評価制度も改善をし

て現在の内容となっている。ま

た学校評価委員会も開催し、順

調に改善できている。 

10-46 自己点検・自己評価結

果の公開はしているか 
ＨＰ上で公開している。年々成長している

という成果を感じつつ、まだまだ努力不測

であるが徐々に定着しつつあるので次年

度にはより精度の高い自己評価を期待し

ている。 

4.3 

より能動的な活動に結び付け

ていきたい。 
HP 上で公開しており、問題な

い。 

10-47 第三者機関による学校

評価を受ける予定・方

針は確立されているか 

 今後実施される第三者機関による学校

評価を受ける予定である。現時点では精度

の高い自己点検・自己評価報告書が作成で

きるよう内容の充実を図るとともに学校

全体の資質向上に努めたい。 

3.7 

学校関係者評価についてはア

ンケート形式で実施していた

ので、より能動的な活動となる

よう今回報告書の内容を改善

した。 

特になし 

 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けての学校の考え 
毎年自己点検評価を実施しているが、学校運営や教育活動においても改善がなされてきているので、今後も継続してより良い学校づくりを推進していき

たい。 


